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本
作
の
著
者
マ
リ
ア
＝

ヘ
ス
ス
・
ア
ル
バ
ラ
ド

（M
aria Jesús A

lvarado

）

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ナ
リ

ア
諸
島
に
暮
ら
す
郷
土
作

家
だ
。
一
九
六
〇
年
に
グ

ラ
ン
＝
カ
ナ
リ
ア
島
の
ラ
ス
＝
パ
ル
マ
ス
に
生
ま
れ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
で
文
学
と
心
理
学
を
学
ん
だ
。現
在
、

文
筆
活
動
の
他
に
、
出
版
社
を
共
同
経
営
し
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
製
作
も
手
掛
け
て
い
る
。
著
書
に
は

『
奇
妙
な
滞
在
（Estraña estancia

）』（
二
〇
〇
六
年
）、

『
偶
然
の
地
理
学（G

eografía accidental

）』 （
二
〇
一
〇

年
）、『
ト
ゥ
ル
ク
島
（Isla Truk

）』（
二
〇
一
〇
年
）、

『
亀
裂（G

rietas

）』（ 

二
〇
一
一
年
）、『
霧
雨（Sorim

ba

）』 

（
二
〇
一
四
年
）、『
戻
っ
て
き
た
星
の
王
子
さ
ま
（El 

Principito ha vuelto

）』（
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
は
『
サ
ハ
ラ
の
扉
（La 

puerta del Sahara

）』（
二
〇
〇
六
年
）、『
シ
ャ
ッ
ダ
ー

ド
の
手
紙（La carta de C

haddad 

）』（
二
〇
〇
六
年
）、

『
時
の
中
で
踊
る（Bailando en el tiem

po

）』（
二
〇
〇
九

年
）、『
や
っ
て
来
た
ら
（Cuando llegue

）』（
二
〇
一
四

年
）、『
黒
衣
のÑ

（La Ñ
 viste de negro

）』（
二
〇
一
五

年
）、『
三
毛
、
人
生
は
旅
（San M

ao, la vida es el 

viaje

）』（
二
〇
一
六
年
）
が
あ
り
、
ど
れ
も
西
サ
ハ
ラ

あ
る
い
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
題
材
と
し
て
い
る
。

　
著
者
は
、
子
供
時
代
を
、
家
族
と
共
に
当
時
、
ス
ペ

イ
ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
、
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
の
ビ

リ
ャ
・
シ
ス
ネ
ロ
ス
（
現
在
の
ダ
ー
フ
ラ
）
と
エ
ル
＝

ア
イ
ウ
ン
で
過
ご
し
た
。し
か
し
歴
史
的
変
転
の
下
で
、

当
地
か
ら
の
離
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
引

揚
者
だ
。
現
在
西
サ
ハ
ラ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
が
、

ア
フ
リ
カ
の
他
の
植
民
地
が
遂
げ
た
脱
植
民
地
化
の
過

程
を
奪
わ
れ
、
隣
国
に
よ
る
占
領
が
開
始
す
る
時
の
こ

と
だ
っ
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
国
連

や
国
際
司
法
裁
判
所
が
求
め
る
民
族
自
決
権
の
住
民

投
票
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
宗
主
国

ス
ペ
イ
ン
が
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
放
棄
し
て
、

一
九
七
五
年
十
一
月
、
当
時
領
有
権
を
主
張
し
て
い
た

モ
ロ
ッ
コ
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
秘
密
協
定
を
結
ん
で
植

民
地
を
分
割
譲
渡
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
国
軍
が
西
サ

ハ
ラ
に
侵
攻
し
、
住
民
の
多
く
が
東
の
チ
ン
ド
ゥ
ー
フ

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
へ
と
逃
れ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
築

く
。
植
民
地
に
暮
ら
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
こ
の

年
に
次
々
と
本
国
へ
帰
還
し
た
。

　
西
サ
ハ
ラ
の
人
民
解
放
軍
で
あ
る
ポ
リ
サ
リ
オ
戦

線
は
、
侵
攻
し
た
モ
ロ
ッ
コ
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
両
国

を
相
手
に
解
放
戦
争
を
展
開
し
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は

一
九
七
九
年
に
同
戦
線
と
和
平
協
定
を
結
ん
だ
。
し
か

し
、
モ
ロ
ッ
コ
は
西
サ
ハ
ラ
に
分
離
壁
の
建
設
を
開
始

し
、一
九
八
七
年
に
完
成
し
た
長
さ
二
千
七
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
壁
は
、
西
サ
ハ
ラ
の
領
土
を
縦
に
分
断
し
て
し

ま
う
。
そ
れ
以
来
、
サ
ハ
ラ
ー
ウ
ィ
と
呼
ば
れ
る
西
サ

ハ
ラ
の
民
族
は
、
モ
ロ
ッ
コ
の
占
領
地
と
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
に
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
二
分
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　
著
者
マ
リ
ア
＝
ヘ
ス
ス
・
ア
ル
バ
ラ
ド
が
故
郷
と
し

て
胸
に
抱
く
ダ
ー
フ
ラ
や
エ
ル
＝
ア
イ
ウ
ン
の
あ
る
西

サ
ハ
ラ
は
、
今
で
は
モ
ロ
ッ
コ
の
占
領
下
に
置
か
れ
、

ま
っ
た
く
の
単
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
で
な
い
限
り
、今
日
、

外
国
人
に
は
訪
問
し
に
く
い
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

万
一
訪
問
で
き
た
と
し
て
も
、
隣
国
に
よ
る
占
領
の
現

実
は
著
者
の
追
憶
を
圧
殺
し
、
胸
の
想
い
は
唯
々
傷
つ

く
ば
か
り
だ
ろ
う
。

　
本
書
の
原
題
の Suerte M

ulana

と
い
う
言
葉
は
、

ス
ペ
イ
ン
語
と
、
サ
ハ
ラ
ー
ウ
ィ
の
母
語
で
ア
ラ
ビ
ア

語
の
西
サ
ハ
ラ
方
言
の
ハ
サ
ニ
ー
ヤ
語
と
の
複
合
語

だ
。suerte 

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
運
」、m

ulana 

は
ハ

サ
ニ
ー
ヤ
語
で「
我
ら
の
主
」を
意
味
し
、イ
ン
シ
ャ
ー・

ア
ッ
ラ
ー
や
ケ・セ
ラ・セ
ラ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

　
こ
の
言
葉
は
当
時
の
植
民
地
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
で

生
ま
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
。

二
つ
の
言
語
の
結
合
、
そ
れ
も
具
象
語
で
は
な
く
抽
象

語
が
結
合
し
た
慣
用
句
と
い
う
点
が
、当
時
、サ
ハ
ラ
ー

ウ
ィ
と
入
植
者
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
間
に
存
在
し
た
社
会

解

説

新
郷 

啓
子
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的
、
文
化
的
な
融
和
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
時
代
を
植

民
地
で
生
き
た
人
々
だ
け
が
知
る
複
合
語
だ
。

　
本
の
表
紙
を
飾
る
絵
は
、
著
者
自
身
が
八
歳
の
時
に

小
学
校
で
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
教
師
の
手
元
に
保

管
さ
れ
、
著
者
自
身
、
そ
の
存
在
を
知
り
も
し
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
本
書
の
出
版
を
知
っ
た
旧
教
師
が
、
こ

の
絵
こ
そ
表
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
と
提
供
し
て
く
れ
た
そ

う
だ
。
ま
だ
幼
い
著
者
が
、
サ
ハ
ラ
ー
ウ
ィ
・
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
衣
装
や
さ
ま
ざ
ま
な
小
道
具
を
こ
れ
ほ
ど

細
か
く
描
く
こ
と
の
で
き
た
、
そ
の
観
察
眼
に
は
驚
か

さ
れ
る
。
と
同
時
に
そ
れ
は
、
子
ど
も
だ
っ
た
著
者
の

心
を
掴
み
、
躍
ら
せ
た
も
の
が
、
そ
の
土
地
で
育
ま
れ

て
い
た
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
少
女

マ
リ
ア
＝
ヘ
ス
ス
・
ア
ル
バ
ラ
ド
の
心
は
、
サ
ハ
ラ
ー

ウ
ィ
と
同
じ
地
平
線
、
水
平
線
を
見
な
が
ら
育
っ
た
の

だ
。

　
本
書
は
「
詩
」（Poem

a

）
と
名
付
け
ら
れ
た
三
つ

の
章
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
ま
た
、
幾
つ
か
の
長
短

の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
詩
I
は
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
を
舞
台
と
し
た
「
ビ
オ

レ
タ
の
話
」、
詩
II
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
舞
台
と
し
た

「
チ
ン
ド
ゥ
ー
フ
の
星
」、
そ
し
て
詩
III
は
子
供
時
代
の

家
と
そ
の
日
々
を
一
枚
の
絵
の
よ
う
に
描
い
た
「
青
い

背
景
の
思
い
出
」。
今
回
こ
こ
に
抄
訳
し
た
の
は
、
詩

I「
ビ
オ
レ
タ
の
話
」の
中
か
ら
選
ん
だ
三
つ
の
話
だ
。

　
こ
の
詩
的
テ
キ
ス
ト
は
、
単
に
思
い
出
を
物
語
形
式

に
書
き
変
え
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
著
者
が

長
年
胸
に
し
ま
い
続
け
て
い
た
も
の
が
浸
み
込
ん
で
い

る
。
そ
れ
は
郷
愁
を
、
た
だ
郷
愁
と
し
て
愛
お
し
む
こ

と
さ
え
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
憂
い
だ
。
そ

う
い
っ
た
胸
中
の
と
あ
る
風
景
を
打
破
し
よ
う
と
、
著

者
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
書
き
始
め
た
の
だ
ろ
う
。

　
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
著
者
は
、「
子
供
時

代
と
は
人
生
の
旅
路
に
あ
る
特
別
な
区
間
」
と
称
し
て

い
る
。
そ
の
特
別
な
区
間
の
土
地
を
再
び
訪
ね
る
こ

と
が
奪
わ
れ
て
い
る
今
、
彼
女
は
こ
の
憂
い
を suerte 

m
ulana 

の
言
葉
を
使
っ
た
人
々
、
こ
れ
を
知
っ
て
い
る

人
々
―
―
サ
ハ
ラ
ー
ウ
ィ
と
ス
ペ
イ
ン
人
―
―
と
共
有

し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
こ
の
旧
植

民
地
が
抱
え
る
今
の
現
実
を
知
ら
な
い
人
々
、
あ
る
い

は
知
り
な
が
ら
も
見
よ
う
と
し
な
い
人
々
に
対
し
て
、

詩
的
な
扉
か
ら
現
実
の
光
景
へ
歩
を
進
め
て
も
ら
お
う

と
し
て
い
る
の
が
、
本
書
だ
。
こ
う
し
て
著
者
は
孤
独

な
夢
み
人
と
は
な
ら
ず
に
、明
日
の
夢
を
見
知
ら
ぬ
人
々

と
共
有
す
る
段
階
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
詩
I
「
ビ
オ
レ
タ
の
話
」
に
は
、
地
名
が
登
場
し
て

場
所
は
特
定
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
確
か
に
ス
ペ
イ
ン
の
小
学
校
の
よ
う
に
植
民
地
時

代
を
匂
わ
せ
る
歴
史
的
要
素
は
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
は

む
し
ろ
二
つ
の
民
族
の
共
生
と
共
存
の
側
面
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
し
ス
ペ
イ
ン
が
歴
史

的
責
務
を
遂
行
し
て
脱
植
民
地
化
を
行
い
、
モ
ロ
ッ
コ

に
よ
る
占
領
を
不
可
能
に
し
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら

く
現
在
の
西
サ
ハ
ラ
に
は
、
祖
父
と
魚
釣
り
に
出
か
け

る
ビ
オ
レ
タ
、文
字
を
反
対
方
向
に
綴
る
ビ
オ
レ
タ（
ク

ラ
ス
の
大
半
を
占
め
る
の
は
当
時
と
は
逆
に
ム
ス
リ
ム

の
子
た
ち
だ
が
）、
そ
し
て
ハ
イ
マ
に
穴
を
作
る
ア
イ

シ
ャ
が
い
る
社
会
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
。
時
代
が
特
定

さ
れ
て
い
な
い
「
ビ
オ
レ
タ
の
話
」
に
は
、
未
来
に
も

こ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
作
者
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
地
図
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ナ

リ
ア
諸
島
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
離
れ
島
だ
。
最
近
の

D
N
A
考
古
学
に
よ
る
と
、
最
初
に
カ
ナ
リ
ア
諸
島

に
住
ん
だ
住
民
は
、
紀
元
前
一
千
年
頃
に
北
ア
フ
リ
カ

か
ら
渡
来
し
た
ベ
ル
ベ
ル
人
ら
し
い
。
だ
と
す
れ
ば
ス

ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
に
住
み
、
砂
漠
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

カ
ナ
リ
ア
人
た
ち
の
内
側
で
は
、
は
る
か
遠
く
の
祖
先

の
遺
伝
子
が
息
を
吹
き
返
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
想
像
し
た
く
な
る
。

Suerte Mulana 表紙絵


